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合体で、Damage associated molecular patterns (D A M Ps)の一*〇として自然：免疫に関わっていることが知
られているが、上気道炎症における役割は不明である。一方、抗原刺激により気道上皮細胞から産生
されるTSLP、IL-25などの上皮由来サイトカインは、自然免疫に重要な役割を果たしていて、主とし
て T h 2サイトカイン依存的な免疫応答に関わり、ァレルギー性鼻炎や好酸球性副鼻腔炎の病態形成に 














ある re c e p to r  fo r  advanced g ly ca tio n  end products (RAGE)、TLR4 を siRNA により ノックダウンし、
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気道上皮細胞から分泌されるTSLPや IL -2 5などのサイトカインは、アレルギー性岛炎や好酸 
球性副岛腔炎の病態形成に深く関与している。本論文では、正常気管支上皮細胞 (NI1BE)から 
の TSLP、IL -2 5産生におけるカルプロテクチンの役割について検討し、以下の点を明らかにし 
た。
1) アルテルナリアなどの抗原でNHBEを刺激するとカルプロテクチンが産生される。
2) カルプロテクチンとATPで NHBEを共刺激することによりTSLP、1L-25産生が誘導される。 
また、カルプロテクチンは、アルテルナリアによるTSLP、 IL -2 5産生を増強する。
3) カルプロテクチンの構成成分であるS100A8、S100A9、受容体であるRAGE、TLR4をノッ 
クダウンするとアルテルナリアによるTSLP、 IL -2 5産生が抑制される。





(総字数5 3 2 字）
(平成2 9 年 1 月 2 3 日）
